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～ともに歩こう すてきな未来へ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府男女共同参画局「夏のリコチャレ 2023」特設サイトのご案内です。 

理工チャレンジ（略してリコチャレ）とは、女子中高生・女子学生の皆さんが、理工系分野に興味・関心を持ち、

将来の自分をしっかりイメージして進路選択（チャレンジ）することを応援するため行っている取り組みです。 

８月末までの開催予定です。ぜひホームページをご確認ください。 

内閣府「理工チャレンジ（リコチャレ）」サイトへ  https://www.gender.go.jp/c-challenge/ 

※オンラインで参加できるイベントもあります。 ※性別を問わず参加できるイベントもあります。 

※定員に達したため等で申込みが終了している場合があります。ご了承ください。 

 

だんじょきょうどうさんかく 

職場見学・仕事体験・女性技術者や 

研究者との交流など理工系の仕事や 

将来に触れられるイベントを開催します。 

理工系に進むと 

どんなお仕事があるの？ 

オンラインで参加できる 

イベントもあります。 



 

 

            地方統一選挙におもう 

この春、田辺市における和歌山県議会議員選挙は、無投票という無風状態でしたが、女性の県

会議員が待ち望まれるところです。 

全国では 41 の道府県議会議員選挙に立候補した 3,139 人のうち女性は 489 人(前回比

100 人増)の 15.6％と過去最高となりましたが、和歌山県は 4 人で８％と特に低いままでした。 

「国際女性デー」に合わせて公表された「都道府県版ジェンダーギャップ指数」を見ても和歌山県

は、全国 33 位で政治分野が特に低い状況になっています。 

 

 政治 行政 教育 経済 

和歌山県 0.127 0.229 0.591 0.351 

                                                       

女性議員数が圧倒的に少ない日本での解決方法として「政治分野における男女共同参画推進

法」が 2018 年に成立して、成果が出てきたのではという見方がある一方、増えた地域と減った地域

の二極化が進んでいるとも言えます。 

女性議員が増えた地域を見てみると、住民の運動も影響を与えているようです。 

地方統一選挙で、後半戦では全国で９つもの自治体で女性議員の比率が半数を超えました

が、その中の１つ、東京都杉並区では、昨年 6 月の区長選挙で 187 票差という僅差で女性区長

が誕生し、「区長は変わった。次は議会」という合言葉のもと、女性議員を増やす運動が展開された

そうです。 

法律や条例で整備できるものはインフラ同様に早く整備し、その上でジェンダー平等に向けた市民

レベルの地道な活動を続けていくことが肝要であると思います。 

 

  

 

 

 

 

令和５年度 男女共同参画センター実施予定講座等（8月～令和６年 3月）  

予定講座                               開催時期 

『相談支援ステップアップ講座（デート DV 関係）』       令和６年１月～２月頃 

『男女共同参画講演会（内容未定）』             未定  

１日女性電話相談など（生涯学習フェスティバル内イベント） 11 月 25 日（土） 

または 26 日（日） 

『連絡会企画講座（内容未定）』                 11 月 25 日（土） 

または 26 日（日） 

『推進員企画講座（内容未定）』                令和６年１月～２月頃 

 

※予定は、変更する場合があります。 

 

  

1.00=平等 

 

※田辺市男女共同参画推進員は、男女共同参画社会の実現

に向けての活動に協力していただいている皆さんです。 

 

推進員のつぶやき 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたのご家庭の「家事シェア度」をチェックしてみませんか？ 

毎年6月 23 日から 29日までの 1週間は、 

「男女共同参画週間」となっています。 

今年度内閣府では、「男女共同参画社会の実現

と女性活躍の推進に向けた、日本国内、国際社

会へのメッセージ」をテーマとして、ユース世代（15

歳～20 歳）を対象にキャッチフレーズを募集しま

した。 

令和 5年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ 

☆「無くそう思い込み、守ろう個性  

みんなでつくる、みんなの未来。」 

☆「未来じゃなく今創るんだ、 

「わたし」が輝ける社会。」 

☆「あなたにも私にも 等しいチャンスと 活躍の場」 

※和歌山県作成パンフレット「家族みんながハッピーに!!～家族シェア応援ブック～」より一部を抜粋しています。 



 

 

女性電話相談室では、女性が出会うさまざまな悩みをともに受け止め、気持ちの整理を 

お手伝いし、問題解決のための一歩を踏み出す応援をしています。 

名前はお聞きしません。どんなことでも気軽にお電話ください。 

 

田辺市男女共同参画センター 女性電話相談室 

相談専用電話 ０７３９－２６－４９１９ 

※月曜日～金曜日（祝日を除く）午前９時～12時 

女性電話相談室から 

 
 

【親切なふりをして近づく例】 

駅前で待ち合わせていた時に、話しかけてきた人が親切そうだったのでＳＮＳのアカウントを交換した。一人で寂し

いときなど、ＳＮＳで相談にのってもらうようになった。「お金がない」と送ったら「いいバイトがあるよ」と返事があり、

行ってみたら、ＡＶの撮影だった。 

【アイドルになりたい心情を利用した例】 

アイドルになりたくて、タレント事務所に応募したら、すぐにオーディションに来るように言われた。「仕事が決まったよ」

と言われたが、その仕事はＡＶの撮影だった。  

【詳細を示さずに面接を行う例】 

ネットで探したモニター、モデルのアルバイトには詳しい仕事内容が書かれていなかったが、面接に行くとＡＶ出演に

誘われた。 

【断りたくても断れない例】 

ＡＶ出演することになったが、怖くなったので、断ろうとすると、「もうオーディションが決まってしまった。行くだけ行って

断ればいいよ」と言われて、オーディションを受けたら、「まさか、今から断らないよね？」と言われて、出演を断れなか

った。 

【公表後の被害例】 

撮影された映像が知らないうちに出回り、いつまでも消すことができない。（「デジタルタトゥー」といわれていま

す。） 家族、友人、学校や職場の人などに自分がＡＶに出たことを知られたり（顔がばれる）、知られないかと

おびえたりする。 ＡＶに出たことを知られて、家族や友人、職場の人とうまくいかなくなる。  

（内閣府男女共同参画局 HP「被害事例について」より一部抜粋） 

 

知っていますか？アダルトビデオ出演被害問題 
こんな被害が起きています 

 

発行：田辺市男女共同参画センター 

■開館時間 午前 8時 30分～午後 5時 15分 

■休館日  毎週土曜・日曜、祝日、年末年始（12月 29 日

～1月 3日） 

■所在地 〒646-0028 和歌山県田辺市高雄一丁目 23-1 

田辺市民総合センター4階 

■連絡先 電話：0739-26-4936 FAX：0739-24-8323 

Ｅメール：danjo@city.tanabe.lg.jp 

■交通  ＪＲ：紀伊田辺駅から徒歩 15分 

龍神バス：「市民総合センター前」バス停下車 

一人で悩まないで 


